
横瀬町告示第54号 

 

横瀬町制限付き一般競争入札公告 

 

建設工事の制限付き一般競争入札(ダイレクト入札)を下記のとおり行うので、地方自治

法施行令(昭和22年政令第16号)第167条の６及び横瀬町契約規則(平成13年規則第８号)第23

条の規定に基づき公告する。  

 

令和８年９月18日 

 横瀬町長 富　田　能　成　　 

 

記 

 

１ 入札対象案件  

(１) 工 事 名 ウォーターパーク・シラヤマ吊橋上部工架設工事  

(２) 工事場所 秩父郡横瀬町大字横瀬字六番、寺坂地内  

(３) 工 　 期 本契約の日から令和９年３月31日まで  

(４) 工事概要 L=54.0m、上部工１式、グラウンドアンカー工１式、通路取付１式 

 

２ 入札参加形態  

単体企業とする。 

 

３ 入札参加資格  

入札参加資格を有する者は、次のすべての要件を満たす者とする。 

(１)公告日において次のいずれにも該当しない者であること。 

①当該入札に係る契約を締結する能力を有しない者  

②破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者  

③暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第77号)第32条第１項

各号に掲げる者  

④公告の日から入札の日までの期間に、横瀬町の締結する契約に係る指名停止等の措置

要綱(平成18年告示第62号)に基づく指名停止又は横瀬町の締結する契約からの暴力団

排除措置に関する要綱(平成20年告示第26号)に基づく指名除外の措置を受けている者  

(２)公告日において令和７・８年度横瀬町建設工事請負等競争入札参加資格者名簿に土木

工事業で登録されている者であること。  

(３)建設業法(昭和24年法律第100号)(以下「法」という。)第３条の規定による土木工事業

に係る建設業の許可を受けている者であること。ただし、下請代金の総額が5,000万円

以上となる場合は、土木工事業に係る特定建設業の許可を有し、監理技術者を専任で配

置できる者であること。 

(４)横瀬町に納税義務がある場合、町税を滞納していない者であること。 

(５)審査基準日が公告日の直近のものである経営事項審査結果に係る土木工事業の総合評

定値が900点以上であり、当町に対して契約締結権限を有する本店、支店又は営業所

の所在地が埼玉県内にある者。ただし、秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町



のいずれかに存する当町と契約締結権限を有する本店、支店又は営業所を有する者に

あっては、同評定値を600点以上とする。 

(６)本入札対象工事に下請業者を選定する場合は、原則秩父郡市内に本店、支店又は営業店

を有する者を選定すること。 

(７)過去において国又は地方公共団体と本入札対象工事と同種の工事(橋梁上部工)の請負

契約を締結し、かつ、これらを全て誠実に履行した実績を有すること。 

(８)本工事の受注に際し、法第26条第１項及び同条第２項に規定する専任の主任技術者又

は監理技術者を配置すること。なお、配置予定技術者は、公告日以前３月以前から継続

して恒常的な雇用関係にある者とする。 

(９)本工事に係る設計業務委託の受託者と資本、人事面等において関連を有していない者

であること。  

商号又は名称　株式会社荒川瀧石  

所 　在　 地　埼玉県秩父市日野田町２－１８－２  

 

４　入札及び開札の日時 

　(１)入札書提出期間 

令和８年10月15日(木)　午前９時から 

令和８年10月16日(金)　午後１時まで 

(２)開札予定日時　　 

令和８年10月16日(金)　午後１時10分 

　　※入札の日時等を変更する場合は、電子入札システム上で案内する。 

 

５　入札方法等 

　(１)入札は、電子入札(埼玉県電子入札共同システム)により行う。 

　(２)入札に参加を希望する者は、令和８年10月13日(火)午後５時までに電子入札システ

ムにより、競争参加資格確認申請書を提出すること。 

　(３)最低制限価格を設定する。 

　(４)入札金額は、入札者が消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わ 

ず、見積もった契約希望金額から消費税及び地方消費税を除いた金額とする。 

 

  (５)入札金額は、錯誤のないよう特に注意すること。明らかに錯誤と思われる金額によ 

る入札があった場合は、確認のうえ、錯誤であった場合は無効とする。 

(６)入札者は、本町が入札書を受理した後は異議の申し立てはできないものとする。 

  (７)入札者が談合し、又は不穏の行動をなす等の場合において、入札を公正に行うことが

できないと認められるときは、入札を中止又は延期する場合がある。 

 

６　入札価格の積算内訳書の提出 

　(１)入札時に、入札金額に対応した積算内訳書を提出するものとする。 

　(２)積算内訳書は、当町が指定するファイル形式の電子データファイルの添付により提 

出するものとする。 

 

７　設計図書 



  (１)仕様書・図面等の設計図書は、入札情報公開システムへの電子データの添付により提

示する。 

(２)設計図書に関する質問は、令和８年10月13日（火）正午まで電子入札システムにて受

け付けるものとする(電話及び窓口等での口頭による問い合わせには一切お答えでき

ません)。 

 

８　開札 

開札は、開札予定日時以後速やかに電子入札システムによる一括開札処理で行う。 

 

９　入札の無効・失格 

(１)次のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

　　①入札に参加する資格のない者がした入札 

　　②入札の際に提出を求めた書類を提出しない者がした入札 

　　③入札保証金の納付を要する入札において、これを納付しない者又は納付した入札保 

証金の額が所定の率による額に達しない者がした入札 

　  ④同一入札について入札者が２以上の入札をしたときは、その全部の入札 

　　⑤入札価格の積算内訳書の内容に不備がある場合(入札者名の誤記、案件名の誤記、入 

札金額と内訳書の総額の著しい相違等) 

　　⑥入札に際して談合等による不正行為があった入札 

　  ⑦その他入札の条件に違反した入札 

(２)最低制限価格未満の金額による入札は、失格とする。 

 

10　落札者の決定 

  (１)入札の結果、予定価格の制限の範囲内でかつ、最低制限価格を下らない最低の価格を

もって入札したものを落札候補者とする。 

　(２)落札となるべき価格の入札をした者が２者以上あったときは、電子入札システムに 

より電子くじを行って落札候補者を決定する。 

  (３)１回の入札において落札候補者が決定しない場合は再度入札を行う。この場合、１回

目の入札において入札が無効又は失格となった者は、再度入札に参加することがで

きない。なお、再度入札の回数は１回とする。 

　(４)落札候補者について、入札参加資格に関する審査を行い、審査の結果、落札候補者に

入札参加資格があると認めたときは、当該落札候補者を落札者と決定し、入札参加資

格がないと認めたときは、当該落札候補者の入札は無効とする。この場合において、

予定価格の制限の範囲内で有効な入札を行った者のうち、２番目に安価な入札を行っ

た者を新たな落札候補者とし、資格審査を行う。以下、落札者が決定するまで、これ

を繰り返すものとする。 

(５) 落札(候補)者から落札辞退の申し出があったときは、次位の者を落札(候補)者とす 

ることがある。 

 

11　入札参加資格の審査及びその結果の通知 

(１)落札候補者に対し、横瀬町一般競争入札落札候補者通知書によりその旨を通知する。 

(２)落札候補者は、落札候補者通知書に記載された提出期限までに次に掲げる書類を提 



     出し、入札参加資格に関する審査を受けるものとする。 

① 横瀬町一般競争入札参加資格確認申請書(落札候補者に様式送付) 

② 横瀬町一般競争入札参加資格確認資料(落札候補者に様式送付) 

③ その他審査に必要と認める書類 

　(３)提出された書類は、返却しないものとし、提出期限以降における書類の差し替え及び

再提出は認めない。なお、提出期限までに申請書等を提出しない落札候補者は、入札

参加資格がないものとみなす。 

  (４)資格審査の結果は、横瀬町一般競争入札参加資格審査結果通知書により速やかに当 

該申請者に通知する。 

 

12　入札参加資格がないと認めた者に対する理由の説明等 

　(１)入札参加資格がないと認められた者は、審査結果通知書に記載された期日までに、書 

面によりその理由についての説明を求めることができる。 

　(２)理由の説明を求められたときは、速やかに書面により回答する。 

　(３)上記(２)の回答があった以後は、当該入札参加資格がないと認めたことについての 

理由の再説明及び再審査を求めることはできない。 

 

13　入札保証金、契約保証金、前金払、中間前金払及び部分払 

　(１) 入札保証金　免除とする。 

　(２) 契約保証金　契約金額の10分の１に相当する額とする。ただし、契約保証金に見合

う履行保証保険に加入する場合は、当該契約保証金の納付を免除する。 

  (３) 前 金 払　契約金額が500万円を超える場合、契約額(債務負担行為に係る契約に 

おいては、各会計年度の支払限度額)の40％以内とし、１万円未満の 

数は切り捨てる。ただし、上限については契約時に別途定める。 

　(４) 中間前金払　公共工事における中間前金払制度の取扱いについて（令和３年７月１ 

日施行）により、中間前金払を選択した場合に限る。その額は契約金

額の20％以内とし、１万円未満の端数は切り捨てる。 

　(５) 部 分 払　部分払いを選択した場合に限り、横瀬町契約規則第７条に基づき支払 

うこととする。 

 

14　契約の時期 

　  横瀬町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例(昭和39年 

条例第９号)第２条の規定に基づく町議会の議決に付さなければならない契約である 

場合は、工事請負仮契約を締結し、町議会における可決後にこれを本契約とする。 

 

15　その他 

　(１)談合情報があった場合、事情聴取、誓約書の徴収並びに公正取引委員会への通報を行 

うことができる。 

　(２)契約締結後に入札談合の事実があったと認められる証拠を得たときは、契約を解除 

することができる。 

  (３)入札及び契約については、横瀬町電子入札運用基準、横瀬町契約規則、その他関係法

令等に基づいて行う。 



 

16　問い合わせ先 

　　横瀬町まち経営課　TEL:0494-25-0112　FAX:0494-23-9349 

　　　　　　　　　　　E-mail:machikei@town.yokoze.saitama.jp

TEL:0494-25-0112

